
① 東南アジアの小規模農家のための経済性を備えた温室効果ガス排出削減技術の開発 【継続】

研究期間：令和５年度～令和９年度
令和７年度予算額：24（27）百万円

東南アジアは、世界的なコメ生産地域。近年、畜産業も急激に拡大。このため、水田や家畜ふん尿からのメタン等の温室効果ガス（GHG）の
排出削減が、緊急かつ重要な課題。

他方、東南アジアの零細小規模農家へのGHG排出削減技術の導入を加速するためには、①低メタンイネ在来品種など、その地域で入手可能な
資源（地域資源）を効果的に活用する、②農家が生産性向上などの直接的なメリットを得られるなど、現地の実情に即したものとすることが重要。

温室効果ガスの排出を削減し、東南アジアの農家が実践可能で直接的なメリットが得られる、イネ栽培管理技術及び家畜ふん尿処理技術を開発。

・水田や家畜ふん尿がGHG排出の原因とし
て批判されていて、困るよ。
・GHG排出削減技術の導入が謳われている
が、農家が得られる直接的なメリットが小
さいので、なかなか農家にはピンとこない。
・GHGの排出削減ができて、かつ、農家に
もメリットがある新たな技術が欲しい。

＜イメージ＞ ＜イメージ＞

・間断かんがい（AWD）に、低メタンイネ在来品種や
堆肥などの地域資源を組み合わせることにより、
低メタン排出と高生産性を両立し、農家が実践可能な
イネ栽培管理技術を開発。
（目標：水田からのGHG排出60％削減）
・家畜ふん尿の利用の現状把握、低GHG排出家畜ふん尿
処理技術の利用等を通じて、家畜ふん尿を付加価値の
高い地域資源（施肥資材、バイオガス等）として活用す
る畜産業からのGHG排出削減システムを開発。
（目標：家畜ふん尿処理過程でのGHG排出20％削減）

・国研等が有する国際研究ネットワークを通じて、我
が国がGHG排出削減に資する技術開発を主導。
・地域資源の活用と経済的利益の向上の相乗効果
により、現地の零細小規模農家への技術導入が
促進。

目標達成に向けた現状と課題 必要な研究内容 社会実装の進め方と期待される効果
（「みどりの食料システム戦略」KPI達成への貢献）

・東南アジアの水田面積の15%、畜産業者の5%
にGHG排出削減技術が普及されることで、地球
規模課題の解決に貢献。
・東南アジアの各地域の食料システムを支える
零細小規模農家の営農について、
生産性の向上と持続性の維持。
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環境問題は分かるけど、もうからない技術導入はなあ・・・。

［お問い合わせ先］ 農林水産技術会議事務局国際研究官室（03-3502-7466）

環境負荷低減対策研究 （１）温室効果ガス削減プロジェクト
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